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２０１２年度第３回運営委員会報告
フード連合会議室で行われた標記委員会の報告を下記の通り致します。
（日  時）２０１２年３月８日（木）　１５：３０－１７：１５
（出席者）江森、山田、（フード連合）、徳田、郷野、鈴木、中野（UIゼンセン同盟）、西川、井土（サービス連合）、中田、高田（JCC事務局）、合計１０名（敬称略）

報告事項

1． IUF会費納入の報告

3月6日に納入を完了。CHF、AUD共に徴収時の設定より送金時のレートが上昇したため、合計で約211.5万円の為替差損が発生した。昨年の差損と合わせて、日本事務所口座の為替差損益の繰越残高はほぼゼロとなった。
次回徴収時には、ある程度の余裕を持った設定が必要となる。
	
	納入
	入金
	収支

	
	現地通貨
	通貨
	RATE
	日本円
	手数料
	合計（円）
	RATE
	日本円
	

	本部加盟費
	452,250
	CHF
	90.03
	40,716,067
	7,000
	40,723,067
	86.0
	38,893,000
	-1,829,567

	地域活動資金
	67,000
	AUD
	89.16
	5,973,720
	7,000
	5,980,720
	85.0
	5,695,000
	-285,720


【コメント・意見・質疑応答】特になし。【結論】承認された。

2． 第36回海外労働学校手配進捗報告

現時点での申し込み人数は、19単組23名。

労働学校の日程は2012 年6 月20 日（水）－ 7 月1 日（日）の 12 日間。

準備会は2012 年6 月13日（水）午後。

【コメント・意見・質疑応答】特になし。【結論】承認された。

3． IUF三役会・決議委員会
(1) 日程
：2月28日～29日

(2) 場所
：国際会議場CCV（ジュネーブ）

(3) 出席
：会長、副会長11名、書記長、IUF書記局（含む地域書記、JCC）5名、オブザーバー7名、合計25名。日本参加者：江森JCC議長（フード連合会長）、JCC中田

(4) 通訳
：オルフォード千衣子、ビュテル延増崇子

(5) 主な要点
· 第26回世界総会を控えた三役会として、決議委員会を兼ねた開催となった。

· メンバーシップ　事前に電子メールで確認されている組織について、あらためて承認が確認された。登録人数の過少申告や加盟費免除に関してあらためて討議され、新たなガイドラインの作成が決定された。

· IUF本部および地域書記局スタッフ　3名のスタッフの退職が報告された。現在後任の選定に当たっている。また、プロジェクト資金での臨時雇用スタッフが多いことに懸念が表された。

· 連帯活動　労働組合権の侵害や不当労働行為に対する、加盟組織からの抗議行動について報告があった。
· セクターおよびグローバル企業関連活動、リソース、イニシアチブ　農業部会、新設された乳業部会、食肉部門等の、総会や会議の報告、その他漁業、食品加工、たばこ、家事労働者に関する取り組みについて報告があった報告があった。

· IUF地域組織　アフリカで新たな地域役員体制が決定された。ガーナのアクラで開催された総会でガブリエル・ババロラ氏が地域書記に、地域議長にカチシ・マセモラ氏が選出され、同地域での活動の活性化に貢献する。

· 他のGUF、NGO、政府間機関との関係と活動　ITF、UNIとの各種協働活動について報告があった。NGOやグローバルユニオン評議会との関わりについて改めて見直され、2つのNGOからの撤退を採択した他、CGUへの正規参入が支持された。
· 第26回IUF世界総会　「組織化し闘い、勝利する!」をテーマに開催される。また1.組織化し、不安定労働の闘いに勝利する。2.組織化し、食料の権利と持続可能なグローバル食料制度の闘いに勝利する。3.我々自身の組織化 - より強固なIUFを築く。4.我々自身の組織化 – 政治的に勝利する。の4点の戦略的政策協議を軸に進められる。
· 会計報告　7つの財政戦略が討議され、最終的にはインフレ、スタッフ費用の増加、需要の増強分を賄うため、毎年0.2スイスフラン、2013-2018年の5年間で合計1フラン増加させるとの、大幅な値上げが提案された。日本は反対の立場を明確にした上で再考を求めたが、残る参加者の全員は、最終判断は組織確認後としながらも、提案を賛成支持した。
· 決議委員会　20の規約改正提案に対して支持5、修正後支持2、不支持13を採択した。また19本の決議案、6本の合体決議案を支持し、1本の修正合体決議案を支持する採択をした。
4． IUF　HRCTホテル部門運営委員会、ツーリズム部門運営委員会
(1) 日程：3月1日～2日
(2) 場所：IUF本部
(3) 出席：8ヶ国、8組織から11名、IUF書記局（含むJCC）3名、合計14名。
日本参加者：JCC中田

(4) 通訳：林原ミチコ

※報告書作成中
【コメント・意見・質疑応答】特になし。【結論】承認された。

5． NGOとの協働

(1) NGO-労働組合国際協働フォーラム

· 3月18-22日、タイのバンコク、ウボンラーチャタニーを訪れ、HIV陽性者、MSM、セックスワーカー等のグループ活動、HIV陽性者グループリーダーによる家庭訪問、NGOの現地支援活動、JILAFおよびセブンシスターズのタイ事務所訪問などの内容で、スタディーツアーを開催する。

· 4月28日のメーデーにHIVエイズ等感染症グループで出展し、活動紹介や啓発活動を行う。

(2) 児童労働ネットワーク（CL-Net）

· 3月14日総評会館にて、研究会「エシカルな鉱物・金属調達を企業に求める」を実施する。研究会では、企業に対する働きかけの方法や、公開質問状の結果から見えてくる企業の意識や企業に働きかける意味を探る。
· CL-Net、NGO労働組合国際協働フォーラム、ILO駐日事務所の3者共催の児童労働反対世界デーに合わせたメインイベントを6月10日に実施する。元こども兵士のミッシェル青年をゲストに、「紛争鉱物、携帯電話、こども兵士」をテーマに開催する。
6． 争議支援･連帯活動

【緊急行動要請】

	No.
	国
	当該組織・企業
	内容

	16
	パキスタン
	ネスレ
	不当解雇、労働組合権侵害

	17
	カナダ
	UFCW　農業労働者
	労働組合権侵害、移民労働

	18
	ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ
	MUNZ船員組合
	雇用の非正規化


【個別争議対応】
· パシフィック・ビーチホテル

2012年2月13-19日にハワイ訪問団を派遣。ILWU(全米港湾倉庫労働組合)と共に、ハワイ州観光協会、同州観光局、同州議会議員、副州知事に争議の早期解決に向けた支援を要請、ならびにPBH前での抗議活動を行った。参加者はLaborNow2名、全港湾7名、全国港湾1名、ITF東京事務所1名、明治大学他7名、合計18名。3月7日には同ハワイ訪問団の報告会を開催し、約40名が参加した。

【コメント・意見・質疑応答】特になし。【結論】承認された。

7． 各組織報告

· フード連合：

· 2月22日第1回中央闘争委員会開催、山場の取り組みと対策を決定。3月4日春闘決起集会を本部・東京地区協の共催で開催、組合員と家族、約1,000人が浅草公会堂に結集。江森会長、連合古賀会長、城島顧問から激励の挨拶やメッセージ、シュプレヒコールや各単組製品持ち寄りによる抽選会などで連帯を深めた。

· 3月12日第2回中央闘争委員会を開催し、3月14日統一回答指定日に向けての体制を確認する予定。

· 春闘取り組み報告123組合。平均要求額は94組合で6,047円、昨年同時期比+223円。ベア・賃金改善要求は66組合、内定昇・昇給制度を持つのは45組合。一時金要求5.28ヶ月。パートの処遇改善47組合、時給引上げ18組合。最低賃金の協定と水準引き上げ47組合。特別課題である公的年金受給空白期間への対応89組合。山場までの回答予定は58組合。

· UIゼンセン同盟：

· 3月7日中央闘争委員会、決起集会を開催。6日までに賃金体系維持分を確認できたのは約60組合。

· 要求内容

(1) 正社員

1 フード・サービス部会：58組合で要求を集約。体系維持分5,281円、賃金改善1,547円、合計一人平均6,739円、2.60%（集計上、各々の合算額と合計額は異なる）。

2 UIゼンセン同盟全体：体系維持分4,836円、賃金改善1,127円、合計一人平均6,635円、2.56%。

(2) 短時間労働者（フード・サービス部会）

1 ＜単純平均＞制度昇給1.9円‐0.2%、賃金改善18.9円‐2.1%、合計23.2円‐2.6%。

2 ＜加重平均＞制度昇給4.7円‐0.5%、賃金改善20.2円‐2.3%、合計27.3円‐3.0%。

(3) 短時間労働者（UIゼンセン全体）
1 ＜加重平均＞制度昇給4.1円‐0.5%、賃金改善12.1円‐1.4%、合計17.5円‐2.0%。

· 交渉日程は、Aグループ14日、Bグループ21日、Cグループ29日をそれぞれ山場に設定。

· 全国農団労：

· 欠席のためコメントなし。
· サービス連合：

· 3月2日闘争委員会開催、集中交渉期間を3月14-16日に設定。大手中心にできる限り交渉を重ねて3月中の決着を目指すが、中小は4月にずれ込むと予測。
協議事項

1． IUF会費の値上げに関して
2月末の三役会で、IUF会費値上げの提案が提出された。今後の対応を検討したい。

(1) 提案内容2013年～2017年の5年間、毎年0.2フランずつ引上げる

2013年　2.9フラン

2014年　3.1フラン

2015年　3.3フラン

2016年　3.5フラン

2017年　3.7フラン

(2) 提案理由

· インフレ対応（対象国・地域、適用数値等は不明確）

· スタッフ人件費上昇への対応（不安定雇用増加の懸念も含む）

· 多国籍企業対応など国際労働運動への要望の高まりへの対応
　（TNC問題に取り組むための特別基金への支出を含む。）

(3) 状況

· 日本以外の三役会メンバーは、正式判断には組織確認が必要としながらも、基本的に賛成の意向を表明した。

· 日本は明確に反対した。

· 詳細は三役会報告を参照。
· 事務局の目論見は、5月14日の次回三役会までに会長・書記長からのアプローチにより各組織との事前合意形成を諮り、三役会・執行委員会の承認、大会で採択という流れ。
(4) 対応（案）

· 基本的な賛否の確認

· 賛否の理由、主な主張、意見

· 合意条件の模索

· A/P地域組織、加盟組織の考え方

· 具体的対策方法
【コメント・意見・質疑応答】
· 初めから値上げありきとする姿勢は、本部事務局として安易であり不誠実である。

· 他のGUFと比較しても高額。毎年引上げ続ける方法も例が無い。

· 当然の権利と考えているとも取れる姿勢は遺憾。

· 過去には、事務局提案からIUF三役会を経て半額に変更された経緯もある。

· 他のIUF三役メンバーの反応からすると、提案が実現してしまう可能性は大きい。

· 強行された場合は、毎年7%ずつ人員登録を減らすという防衛・対抗策も。

· これまで過少申告について問題提議してきた日本としては、過少申告はやり辛い。例えば現行の2.7フランでの計算での支払いなども考えられる。

· A/P地域活動基金の拠出を停止・減額するとの対策も。A/P地域書記局へのプレッシャーにもなる。

· 強行すれば登録人数を減少させる恐れあり。日本とて例外ではない。

· 他のIUF三役メンバーの組織が大手で出資可能と言うなら、加盟費は現状維持又は微増に留め、ボランタリーに支払うことを認めるとの考えもある。組織によっては、その活動地域や方法からして、自らの利益を考えてもIUF活動の増強が望ましいと考える組織もある。払いたい所が払うことを否定はしない。

【結論】
· 基本的姿勢は反対。

· 反対の理由や根拠については、従前の主張と同様。
· 合意条件の模索については、まだその段階に無い。
· マ地域書記、グリーンフィールド副地域書記に対し、地域を代表しての意見を求める。
· コメント・意見を参考にJCC事務局にて本部への意見書をまとめ、運営委員会で確認後、本部に送付する。
· 本部との交渉においては、可能な限りA/P地域との連携を図る。
2． 加盟申請、登録人数、加盟費免除等のガイドライン作成に関して

次回三役会までに作成されるとされた当該ガイドラインについて、日本として提案すべき内容等について確認したい。

· 加盟費免除の年限

· 過少登録の防止、修正期限、暫定期間

· 最低加盟費、最低加盟人数

【コメント・意見・質疑応答】
· 単組加盟が多い実態は望ましくない。現在の組織を否定することは無いが、今後は原則として産別加盟とし、単組単位の場合は準加盟とするとのアイデアもある。

【結論】
· 加盟形態等について現状を調査・分析する。

· 上記項目やアイデアに基づきJCC事務局にて草案を作成し、運営委員に確認の上IUFに提案する。
3． 世界総会対応
出席者および日程の確認
· IUF女性会議：2012年5月12-13日、ジュネーブ

· IUF三役会：2012年5月14日、ジュネーブ

· IUF執行委員会：2012年5月15日、ジュネーブ

· 第26回IUF世界総会：2012年5月15-18日、ジュネーブ

【コメント・意見・質疑応答】
· HRCT支援の決議案で提案者について懸案になっていたが、結論は出たか。

· JCCの要請どおり、日本の4組織に加え、オーストラリアNUWを加えた5組織からの提案となった。先の三役会でも既に支持が確認された。

· UIゼンセン同盟のフード･サービス部会視察団の開会式出席時の通訳機器については、本部で用意されるため、全く問題ない。

· 徳田さんと鈴木さんの現地入りは13日

· 通訳は、全般サポートの村上さんの他、会議通訳としてIUF本部予算で3名が設定される。

4． IUF-A/P女性委員会・セミナー

女性委員会の新議長レベッカ女史のイニシアチブにより、下記要領による開催が予定されている。

日程：2012年3月25日　セミナー（CTSWF（カンボジア観光・サービス連盟）も参加）

　　：2012年3月26日　女性委員会

場所：カンボジア　シェムリアップ。
現時点で、事前資料等は入手していない。
【コメント・意見・質疑応答】
· 参加予定の中野さんに、セミナーに関しては案内が来ているが、女性委員会については開催案内も来ていない。
· A/P地域書記局にJCCより確認する。

· 3月7日マ地域書記に連絡したところ、タイ・アウトリーチ事務所のヨンさんが担当となり、レベッカ女性委員会議長と相談して進めているとのこと。事務連絡他についてJCC宛にも写しを送るよう要請した。

5． その他

· 第4回JCC運営委員会は、連合中執会と重なるため、4月26日に変更とした。開始時刻は三役会14時、運営委員会15時。
· 次年度運営委員会の日程案について、次年度は拡大運営委員会＋運営委員会5回の開催としたい。偶数月の第2木曜日に設定したため、次回運営委員会までに確認を願いたい。
· 大会日程

· サービス連合
7月20日
· フード連合
9月10日
· UIゼンセン同盟
9月20日　統合組織結成大会　11月6日
今後の予定

· 児童労働ネットワーク公開研究会「エシカル鉱物」：3月14日、東京、総評会館

· NGO労働組合国際協働フォーラムHIVグループ 現地視察：3月18-22日、タイ

· IUF-A/P女性委員会・セミナー：2012年3月25-26日

· TCCCミーティング：3月28-29日、米国アトランタ

· 第4回JCC三役会・運営委員会：4月19日
⇒4月26日に変更
· 第83回メーデー中央大会：4月28日、東京

· IUF女性会議：5月12-13日、ジュネーブ

· IUF三役会：5月14日、ジュネーブ

· IUF執行委員会：5月15日、ジュネーブ

· 第26回IUF世界総会：5月15-18日、ジュネーブ

· 児童労働反対世界デーイベント：6月10日、東京

· 第36回海外労働学校準備会：6月13日、東京

· 第36回海外労働学校：6月20日-7月1日、スイス、スウェーデン

· A/P地域委員会：7月30-31日、香港

以上
2012年3月9日
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